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脳
卒
中（
脳
血
管
疾
患
）の
種
類

　

医
学
の
発

達
や
知
識
の

普
及
に
よ

り
、
脳
卒
中

に
よ
る
死
亡

者
数
や
そ
の

罹
患
数
は
少

し
ず
つ
減

少
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
あ

ま
り
変
化
が
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
近
年
の
食
生
活
の
変
化
に
と

も
な
い
、
１
９
７
０
年
代
半
ば
か
ら
脳

梗
塞
の
発
症
数
が
脳
出
血
を
上
回
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
医
学

技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
死
亡
者
数
は
確

か
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
入
退

院
を
繰
り
返
し
た
り
、
脳
卒
中
に
よ
る

後
遺
症
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
で
は
ま
ず
、
脳
卒
中
の
種
類
や
症

状
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

●
脳
出
血

　

脳
内
の
細
い
動
脈
が
も
ろ
く
な
り
、

破
れ
て
出
血
す
る
。

症
状
：
昏
睡
状
態
、
半
身
麻
痺
な
ど
。

●
く
も
膜
下
出
血

　

動
脈
瘤
（
脳
動
脈
に
で
き
た
瘤
）

が
破
れ
て
、く
も
膜
下
腔（
脳
の
表
面
）

に
出
血
す
る
。

症
状
：
頭
痛
、
悪
心
、
嘔
吐
、
意
識

の
混
濁
な
ど
。

●
ラ
ク
ナ
梗
塞

　

脳
の
細
い
動
脈
が
詰
ま
っ
て
血
流

が
止
ま
り
、
そ
の
先
の
脳
細
胞
が
壊

死
す
る
。

症
状
：
意
識
が
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
。
朝
晩
の
手
足
の
し
び
れ
、
ろ
れ

つ
が
回
ら
な
い
な
ど
。

●
ア
テ
ロ
ー
ム
梗
塞

　

ア
テ
ロ
ー
ム
硬
化
（
動
脈
硬
化
）

に
よ
っ
て
血
管
の
内
腔
が
狭
く
な
り
、

そ
こ
に
血
栓
が
で
き
て
詰
ま
る
。

症
状
：
片
マ
ヒ
、
感
覚
障
害
、
言
語

障
害
、
意
識
障
害
な
ど
。
合
併
症
の

危
険
性
あ
り
。

●
心
原
性
脳
塞
栓
症

　

不
整
脈
な
ど
が
原
因
で
、
心
臓
に

で
き
た
血
栓
が
は
が
れ
て
、
脳
内
の

血
管
に
流
れ
込
ん
で
詰
ま
る
。

症
状
：
症
状
は
急
に
あ
ら
わ
れ
、
意

識
の
喪
失
、
死
に
至
る
危
険
性
も
高

い
。
心
臓
病
患
者
は
要
注
意
。

すべては患者さんのために
院  是
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家
庭
の

医
学
脳
卒
中
と
は
こ
ん
な
病
気
①

　

脳
卒
中
と
は
、
脳
に
酸
素
や

栄
養
を
送
っ
て
い
る
脳
の
血
管

が
破
け
た
り
（
脳
内
出
血
）
、

詰
ま
っ
た
り
（
脳
梗
塞
）
し

て
、
血
液
が
脳
の
先
ま
で
行
か

な
い
状
態
や
脳
血
管
の
一
部
が

壊
死
す
る
障
害
で
、
脳
の
働
き

に
支
障
を
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
起
こ
る
脳
血
管
障
害
で
す
。

急
に
手
足
の
麻
痺
や
し
び
れ
，

あ
る
い
は
意
識
障
害
な
ど
の
症

状
が
出
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

昭
和
40
年
代
か
ら
死
亡
率
は
下

が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
も

国
内
の
死
亡
原
因
は
、
ガ
ン
、

心
臓
病
に
次
い
で
3
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。
死
亡
率
は
下
が
っ

て
き
ま
し
た
が
、
患
者
数
は
む

し
ろ
増
加
し
て
い
ま
す
。
脳
卒

中
で
一
度
倒
れ
る
と
、
後
遺
症

が
残
り
、
生
活
が
困
難
と
な
り

リ
ハ
ビ
リ
の
重
要
性
が
高
ま
っ

引用HP：http://www.kenko-network.jp/nousottyu/index.html

今
月
の
目
次

家
庭
の
医
学

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
・
ご
案
内

介
護
教
室

今
月
の
川
柳
・
編
集
後
記
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脳梗塞
61%

（7万8,683人）

脳出血
24.8%

（3万2,060人）

くも膜下出血
11.4%

（1万4,737人）

その他　2.8%
（3,575人）

（平成16年人口動態統計）

て
き
て
お
り
ま
す
。
１
９
８
０

年
頃
ま
で
は
、
脳
卒
中
は
日
本

人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
し

た
。
そ
の
後
、
少
し
ず
つ
減
少

し
て
い
き
、
２
０
０
４
年
（
平

成
16
年
）
の
統
計
で
は
悪
性

新
生
物
（
が
ん
）
、
心
疾
患
に

次
い
で
第
3
位
に
な
っ
て
い
ま

す
。
死
亡
総
数
は
全
体
の
12
・

5
％
で
、
12
万
９
０
５
５
人
で

し
た
。

【脳卒中の内訳】
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長
寿
を
祝
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敬
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会
を
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催
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催
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司
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行
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お
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司
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食
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行
っ
て
き
ま
し
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！

南東北春日リハビリテーション病院
介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター

　

9
月
29
日
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ

め
て
、
敬
老
会
を
開
き
ま
し
た
。
お

や
つ
の
時
間
に
合
わ
せ
、
利
用
者
様

に
ひ
と
つ
の
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
テ
ー
ブ

ル
席
に
座
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茶
饅
頭
、
あ
ん
こ
玉
、
よ
う
か
ん
、

ゆ
ず
ゼ
リ
ー
な
ど
美
味
し
そ
う
な
和

菓
子
が
並
び
ま
し
た
。
中
で
も
皆
さ

ん
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
の
は
抹

茶
で
し
た
。
利
用
者
の
方
と
一
緒
に

茶
せ
ん
を
使
い
、
素
早
く
か
き
混
ぜ

る
と
綺
麗
な
深
緑
色
の
抹
茶
に
キ
メ

細
や
か
な
泡
が
立
ち
、
ふ
わ
っ
と
抹

茶
の
良
い
香
り
が
し
ま
し
た
。
和
菓

子
と
の
相
性
は
抜
群
で
皆
さ
ん
の
顔

に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
歌
を
歌
っ
て

賑
っ
た
り
、
抹
茶
の
お
代
わ
り
を
す

る
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
職
員
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

手
渡
す
と
、
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
涙
を

浮
か
べ
る
方
も
い
て
、
私
達
職
員
も
、

敬
老
会
を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
事
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ

た
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
お
元
気
に
い
て
く
だ
さ
る

こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。
ま
た

来
年
も
素
敵
な
敬
老
会
を
開
催
で
き

る
よ
う
に
職
員
一
同
頑
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

９
月
5

日
の
お
昼

に
、
須
賀

川
の
ロ
ッ

ク
タ
ウ
ン

に
あ
る
は

ま
寿
司
に

利
用
者
様

と
一
緒
に

行
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
ぐ
ろ
、

た
ま
ご
、
え
び
な
ど
の
お
い
し
そ
う

な
お
寿
司
が
ぐ
る
ぐ
る
と
回
り
、
最

初
の
一
皿
に
何
を
食
べ
よ
う
か
、
利

用
者
様
の
瞳
が
と
て
も
わ
く
わ
く
活

き
活
き
と
見
え
ま
し
た
。
人
気
だ
っ

た
の
は
納
豆
巻
き
、
ま
ぐ
ろ
、
お
い

な
り
さ
ん
な
ど
で
回
る
お
寿
司
に
ど

ん
ど
ん
手
が
伸
び
、
お
お
き
な
く
ち

日　時●平成24年11月24日（土）
　　　　14時～15時

テーマ●「介護予防について」

講　師●理学療法士
　　　　　　谷田部　文和

その他●健康チェック
　　　　○骨密度　○血管年齢
　　　　○血圧　　○体脂肪測定

※テーマが変更になる場合があります。
　ご了承ください。

市民健康教室の
お知らせ
 地域の皆さんを対象とし
た市民健康教室を開催し
ます。参加希望の方は会場
までご案内しますので、当日
受付にてお声をかけください。たくさ
んの皆さんのご参加をお待ちしており
ます。参加費は無料です。 

を
あ
け
て
パ
ク
パ
ク
と
美
味
し
そ
う

に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
は

あ
ま
り
食
べ
な
い
方
も
10
皿
を
ぺ
ろ

り
と
食
べ
、と
て
も
満
足
そ
う
に
「
う

ま
か
っ
た
ー
！
」
と
お
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
食
後
の
デ
ザ
ー
ト
に
は
甘

い
メ
ロ
ン
や
熱
々
の
茶
碗
蒸
し
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
腹
も
心
も
満
た

さ
れ
、
回
転
寿
司
な
ら
で
は
の
楽
し

さ
を
味
わ

う
こ
と
が

で
き
、
笑

顔
の
あ
ふ

れ
る
時
間

を
過
ご
す

事
が
で
き

ま
し
た
。
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催
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催
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「訪 問 看 護 と は？？」「訪 問 看 護 と は？？」

今回より訪問看護についてお話いたします。

1．在宅医療の現状
　病気や障害があっても、住み慣れた自宅で自分らしく過ごしたいと思う人は年々増え、ここ数年、病院
の治療が終わって在宅療養に行こうとする人が増加しています。医療技術が進歩し、これまで治療が困難
だった病気が延命できるようになったり、自宅でも高度な医療機器を扱えるようになったことで、今後も
ますます在宅医療は普及するといえます。そうした中で重要な役割を果たすのが「訪問看護」です。

2．訪問看護って何をしてくれるの？
　南東北春日訪問看護ステーションでは、安心と安らぎをもって、あなたの療養生活のお手伝いをいたし
ます。
　具体的には…

これ以外にも、必要に応じてケアを提供しております。
またリハビリも行っていますので、次回ご紹介いたします。

『骨盤底筋体操』リハビリコー
ナー

　急に立ち上がろうとした時、ふいにくしゃみ
をした時…「あっ、尿もれしちゃった…。」な
んて経験はありませんか？そんな尿もれにお困
りの方へ「骨盤底筋体操」という体操をご紹介
いたします。急な尿もれの主な原因として、骨
盤底筋の中にある尿道を閉じる筋肉が加齢や出
産にともない弱くなることがあげられます。肛
門や腟を締める
訓練をすること
で尿道を締める
ことができ、尿
もれの症状を改
善できる可能性
があります。

◎ 方　　法 ◎
①尿道、肛門、腟をギュッと締めたり、緩めたりし、
これを2～3回繰り返します。これによって骨盤底筋
が鍛えられます。

②次はゆっくりぎゅうっと締め、3秒間ほど静止しま
す。その後、ゆっくり締めます。これを2～3回繰り
返します。

③引き締め時間を少しずつ延ばしていきます。

④1回5分間程度から始めて、10分～20分まで、だん
だん増やしていきましょう。

⑤基本姿勢でできるようになったら、いろいろな姿勢
で上記の体操をやってみましょう。通勤途中や入浴
中や家事をしながらでもできるようになるでしょう。

・利用者の具合が悪い
とき、主治医と連携
し対処いたします。

・医師からの指示を受
け、適切な看護サー
ビスを提供いたしま
す。

・利用者の健康相談を
お受けいたします。

・全身状態の管理指導
を行います。

・床ずれの予防・処置
をいたします。

・住み慣れた自宅で、
最期を迎えるお手伝
いを行います。

・専門スタッフがリハ
ビリ訓練を行いま
す。

・サービスの受け方に
ついて、ご相談をお
受けいたします。

・適切な介護用品など
を紹介いたします。

主治医との連携 医療処置 最期の看取りの援助 寝たきり予防や
自宅での

リハビリの援助

福祉サービスの援助



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
南東北春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
所在地：福島県須賀川市南上町123-1

介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
南東北春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278

通所介護事業所 南東北春日リハデイ石川
TEL.0247-56-3711
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■南東北春日
　リハビリテーション病院
■介護老人保健施設
　南東北春日リハビリテー
　ション・ケアセンター

ホームページアドレスが変わりました

健 診禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています
禁煙治療を
行っています

皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています
皮膚科の診療を
行っています

●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉

内科・脳外科の看板を目印にしてください。

南東北  春日

「小春日和」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

「小春日和」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

「小春日和」は、責任ある森林管理により
生まれたFSC®認証紙を使用しています。

診療科
■外来診察担当医表 （予定）　４月より眼科が当面の間休診となります。

診療時間
午前8：30～12：30

午後1：30～  4：30

午前8：30～12：30

午後1：30～  4：30

午後1：30～  4：00

午前8：30～12：30

月
大越 透

大越 透

後藤 恒夫

後藤 恒夫

火
大越 透

大越 透

水
大越 透

大越 透

後藤 恒夫

北原 正樹

後藤 恒夫

木
大越 透

樋口 健弥

金
佐藤 哲夫

大越 透

後藤 恒夫

後藤 恒夫

土
大越 透

後藤 恒夫

後藤 恒夫

内　科
消化器科／循環器科／呼吸器科

脳神経外科

形成外科 ・ 皮膚科
リハビリテーション科（　　　　　 　　　　）理学療法・作業療法・

言語聴覚療法
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朝
あ
く
び
　
昼
に
た
め
息
　
夜
い
び
き

西
名
公
吉

変
わ
ら
ず
に
　
私
を
見
つ
け
　
声
か
け
て

ピ
ン
ク
の
す
ず
ら
ん

過
ぎ
去
り
し
　
思
い
出
語
り
　
笑
顔
み
せ

石
川
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ら
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礫
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笑
っ
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ゆ
っ
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夢
見
や
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か
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表
看
板
　
リ
ハ
ビ
リ
中氷

山
温
子

悲
し
み
を
　
笑
顔
に
変
え
る
　
妻
の
声

佐
藤
照
雄

目
が
覚
め
て
　
四
股
を
踏
ん
で
る
　
我
が
い
た

招
福
亭
馬
笑

遠
花
火
　
ベ
ッ
ド
で
思
う
　
幼
き
日和

田
道
の
住
人

今
月
の
川
柳

川
柳
募
集

川
柳
募
集

川
柳
募
集

川
柳
募
集

　
た
だ
い
ま
当
院
で
は
、川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。テ

ー
マ
は
自
由
で
す
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
!!

●
応
募
資
格
…
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法
…
ス
タ
ッ
フ
に
直
接
作
品
を
お
渡
し
い
た
だ

く
か
、郵
便
や
F
A
X
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
作
品
と
一
緒
に
名
前（
名
前
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）、ご
住
所
、電
話
番
号
の
ご
記
入
も
お
願
い

致
し
ま
す
。お
ひ
と
り
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

○郵便の場合
〒962-0817 福島県須賀川市南上町123-1
南東北春日リハビリテーション病院
広報委員 「川柳募集係」あて
○FAXの場合 FAX.0248-63-7265
※応募していただいた作品は返却しておりませんので、
　返却を希望する場合はお申し出ください。
※応募の際に提供された個人情報は、本人の承諾なく
　第三者に提供されることはありません。

編 集
後 記

　10月に入ると一気に寒くなりますね。残暑でダルさが残る体に追い打ちを掛け
るように冷たい風が体を冷ます為、体調を崩しやすい時期でもあります。また、冷
え症の方もこれからますます悩まされる時期ですね。冷え症対策はいろいろある
と思いますが、この間靴下を5枚重ねて履くことが足の冷えに良いと耳にしました。
専用の靴下があるようですが、ちょっと驚きですよね。皆さんもさまざまな対策を
見つけて、寒さ・冷えを乗り切りましょう。


